
 
 
 
 
 

（トピックス） 
◆大淀町圏域ネットワーク会議の取り組み 

地域交流スペース『げんきかふぇ』がオープン！ 

 大淀町では、町文化会館ふれあいコーナーにて、地域のだれもが気軽に集い

何でも相談できる場として、10 月から『げんきかふぇ』をオープンされました。

運営は、「大淀町元気な地域づくり推進協議会（事務局：大淀町社協）」。 
同協議会は、昨年５月に町内６法人（高齢・障がい・保育施

設経営法人５、社協）が分野を越えて協働・連携し、地域貢献

に取り組むことを目的に設立。地域住民へのニーズ調査では、

「つながりが希薄化している」、「子育て世代が相談できる場が減っている」、「買い物に

不便さを感じている」、「生活に困窮している人が増えている」などが課題としてあがっていました。ま

た、高齢者サロンが増えている一方で、世代を越えて交流する機会が殆どないことがわかってきました。 
これらの課題を踏まえ、町内の社会福祉法人として「地域で何が出来るのか」に

ついて検討を重ねた結果、「げんきかふぇ」の設置を計画。9 月 22 日（金）にプレ

オープンし、10 月から月２回（原則毎月第 2 土曜日、第 4 水曜の 13～15 時）のペ

ースで開店。相談に応じるスタッフは各法人の交替制により対応されています。来

店者には、コーヒー・ジュース（クッキー付）を１００円（小学生以下無料）で提

供。現在、カフェ運営に協力いただけるボランティアを募集中です。 

（リーディング事業等の取り組み） 
◆まほろばレスキュー事業 奈良市内でモニタリング実施中 
 通信第５号でもお知らせしましたが、10 月から奈良市内で緊急一時支援（物資提供）のモニタリング

を開始。全県実施に向けて動き出しています。モニタリングでは、レスキューが必要な人に支援が届け

られるよう市内の地域包括支援センターをはじめとする相談支援機関等の協力を得ながら進めています。 
◆実務者研究チームのメンバーが決まりました！ 
  研究テーマ「地域生活を支える社会福祉法人による後見的支援の取り組み」  

 判断能力が不十分な人の後見的支援の仕組みづくり等について検討することを目的に、メンバーを募

集しましたところ、８法人（老人 4、障がい 3、社協 1）から申込をいただきました。今後は２ヶ月に１

回程度のペースで研究会を開催する予定です。 
（お知らせ） 

◆地域貢献活動推進フォーラムの開催について（荒井知事ご臨席予定） 

社会福祉法人が地域貢献活動に取り組む意義を再確認するとともに奈良県社会福祉法人共同事業の

取り組みを広く発信することを目的にフォーラムを開催します。（内容の詳細は、調整中） 

日時：平成 30年 2 月 6日（火）13:00～16:30   場所：奈良県文化会館 小ホール他 

内容：基調講演、パネルディスカッション、分科会 

◆特集号について 
  今月号としてお届け予定しておりましたが、昨年 11 月に開催した「キックオフセミナー」から１年

を記念した特集号として内容を充実させるため、発行月を 11 月に変更いたします。 

（まほろば幸いネット会員加入状況【H29.10 月 27 日現在】） 

 認証法人：８８法人（施設法人６７、社協２１） 
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